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第12回のプログラミング・シンポジウムが開かれることになった。10回 目に近 くなると,い

ろいろと意見が出て来て,特にプログラミング 0シ ンポジウムのあり方についても,活激に論

議されて来た。今になって見ると,情報処理に関する関心,その内容に関する質的向上と利用

の範囲の拡張,多様化に伴 う生長への要望などを目指して, このような場があることが,のぞ

まれていると思える.

今回は参加者数 250に近かいということで,果 してシンポジウム本来の意味を十分に発揮

できるかどうかの実験場ともなった。幹事団の人々の非常な努力で,今回 も成功するとは信ず

るものの,こ の運営は正に大変なものであろうと,推察 もしている.

プログラミング 0シ ンポジウム委員会は,さ らに将来のためとして,夏の小集団の二つのシ

ンポジウムで,濃縮された討論が行なわれて,その成果がここで報告されるようにした.ま た

将来をになう人々の集団である,若手の会の手助けをも意味あるものとして,わずかな手をか

した.これについてもこのシンポジウムで報告 してもらうことにしている。

参加者各位が,こ のようなことを心にとめてかいて,こ のシンポジウムを意味あるものにし

て下さることを,切に望む次第である.

有山幹事長をはじめとする幹事団のほぼ 1年 に近い間の努力に対 して深 く感謝する次第であ

るが,事務を担当 して下さった慶応工学会の人々にも感謝の意をあらわしたい。

プログラミング 0シ ンポジウム委員会

委員長  山  内  二  郎
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